
● 障がい者とアートの力
これまで、県内の障がい者施設や特別支援学校な
どを視察をした中で、素晴らしい創作活動に出会っ
てきました。文化芸術は、多様な価値を尊重し、他
者との相互理解を進めるという機能を有しており、
障がい者の自立や、社会参加を促進する上で、重
要な活動の一つとも考えています。今後はそれぞれ
の学校や施設においても、障がいの程度や状態に
かかわらず、誰もが文化芸術を学び創作できる幅
広い場の展開にも取り組むこと、また、県営施設や
県立美術館内など、発表する機会
の創出や環境整備など具体的な取
組を進 め、 障 が い
者 の自立や 社 会 参
加の幅広い取組を
求めました。

かながわサイエンスラボを
視察しました！

環境・農林水産分野
における試験研究機関

野田はるみ 神奈川県議会ニュース
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持続可能なまちを
デザインします

ナラ枯れ被害のレポート

異臭について

全国的には減少傾向の中、神奈川県では増加傾向にあり、
本年度は昨年の約 9 倍！との報告で、横須賀三浦でも
被害が確認されています。被害の発生を迅速に把握し、
初期の段階で防除を行うことが最も重要です。
森林の健康低下は、微生物や昆虫などの加害や、
大きな気象変動、老齢化などが関わる複合的な現象が
主な要因です。被害木を伐採し光環境が向上する
ケースもありますが、森林と人間との関わり方も重要です。
周辺環境、気候、地形、土壌との関係性も調査し

「炭」による樹木保全再生など多様な知見を
取り入れた対策を求めました。  

編集・発行  立憲民主党・民権クラブ 横須賀市政務活動事務所

本年 6 月以降、横須賀市内等で発生している異臭。
ガスの成分は、イソペンタン・ペンタン・ブタンと判
明しましたが、原因の特定は現時点では困難となっ
ています。県は 9 月 1 日には三浦半島南東部沿岸
域での異臭に係る関係機関情報交換会を立ち上げま
した。市民の皆さまから不安の声も寄せられており、
私が全国の状況を調べたところ、横須賀市と東京湾
をはさんだ対岸の千葉県でも以前から広域的に異臭
が発生していることが判明しました。他県と情報共
有、関係機関と連携し早期の原因究明を求めました。

2021
vol.4● 障がい及び障がい者の理解促進について

12 月 3 日は「国際障がい者デー」本県では H28
年に悲惨なやまゆり事件が起き、その後も関連する
事案がみられる中、二度と、繰り返さぬよう、障害
による差別や偏見のない社会づくりの推進は大変重
要です。今、津久井やまゆり園では、意思決定支
援の取組が進んでいますが、地域で生活するため
には、障がい者の意思をきちんと受け止めると共に、
同時に地域住民の理解も必要です。障がい者の意
思決定支援と、障がい者の理解について、さらにし
っかりと取り組むことを求めます。加えて、コロナ
禍の「新しい生活様式」は、障が
いのある方たちにとっては戸惑うこ
とが多く、当事者目線に立ち寄り添
い、誰もが安心して暮らすことので
きる地域社会の歩みを進めること
を強く求めました。

ともに生きる社会かながわに向けて

1 障害者のための国際シンボルマーク  2 盲人のための国際シンボルマーク  3 身体障害者標識  4 聴覚障害者標識 
5 耳マーク  6 ほじょ犬マーク  7 オストメイトマーク  8 ハート・プラスマーク  9 手話マーク  10 筆談マーク  11 ヘルプマーク
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障がい者に関するマーク
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【横須賀市のマテバシイ林の例】
上層木が枯れ、光環境が向上したことで下層植生が繁茂した例

【神奈川県内のナラ枯れ被害発生状況】    ● 被害箇所

● 自然環境保全センター
● 環境科学センター
● 畜産技術センター
● 農業技術センター
● 水産技術センター

各センターではそれぞれの
専門分野の研究や
技術開発が行われています
私たちの生活を陰で支える
大変重要な機関です

神奈川県議会議員  野田はるみプロフィール

▶お困りごとがございましたら、お気軽にお問い合わせください

立憲民主党・民権クラブ横須賀市政務活動事務所 
〒240-0104 　横須賀市芦名1-4-10  
TEL 046 856 8923   FAX 046 876 8013
www.harumi-noda.com

京急ストア芦名店

↓至佐島

↑至汐入

←逗子方面
R134

大楠山入口交差点

1958　2月14日生まれ　
1979　メルローズ入社　女性が進出し始めた時代。デザイン・
　マネージメントなどの管理職に携わり、世界30か国を旅をする。
1993　バブル崩壊で、支えあう社会・環境・貧困へと意識がシフト。
　NPOやNGOフェアトレードなどの支援団体に関わる。
1998　natural & organic ECRU スタート　
　ホリスティック教育センター「フィンドホーン」 への旅
　「持続可能な未来へのクリエイティブ活動」をベースに、
　マクロビオティック・地域通貨などコミュニティカフェ運営。
　コンサルタントからイベント主催・講演・執筆など多岐にわたる。
2000　NPO BeGood Cafe  現在は理事。パーマカルチャー・ビレッジ
  「クリスタルウォーター」コミュニティー・タウン「マレニー」への旅

2004　素晴らしい環境と人間味ある街に惹かれ横須賀に移住
2009　トランジション葉山
　地域の力で、気候変動を乗り越える市民活動のメンバーに。
2010　服と幸せのシェア「xChange」
　リメイク＆古着ファッションショー主催＠代官山・逗子にて
2011　東北大震災 支援プロジェクト「プレシャス」ディレクター
　毎月仮設に泊まり、５年間活動。仮設住宅の女性の
　自立支援活動は「ハートフルなさき編み」として出版される
2017　軍隊を持たない自然エネルギー推進国コスタリカへの旅　
2018　ブータンへの旅　持続可能な社会への取組など、
　今の日本に必要な要素を求め、学校、NGOなどを視察。
2019 　神奈川県議会議員初当選

野田はるみ
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　　神奈川県感染防止
対策用アクリル版等の貸出

　　神奈川県感染拡大防止
協力金第 3 弾、第4弾

住居確保給付金

緊急小口資金

総合支援資金

ひとり親世帯臨時特別
給付金 「基本給付」 再支給
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1 感染の不安のある方、健康・医療に関すること
COCOA・濃厚接触者に関することなど

9 協力金に関すること

3 経営相談に関すること

2 神奈川警戒アラートに関すること
大規模イベント開催の事前相談に関すること

4 ・LINEコロナお知らせシステム
・その他

県議会第3回定例会
新型コロナウイルス感染症対策として

新型コロナ感染症・インフルエンザ対策

新型コロナ感染症支援策
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県の財政状況と令和 3年度の予算に向けて

季節性インフルエンザ流行期に向け、発熱などの症状のある方が、かかりつけ医での受診ができない場合、
その方の代わりに診療可能な医療機関の予約を行う「発熱等診療予約センター」を立ち上げます。「感染
症専用ダイヤル」の一部相談窓口を 24 時間体制に変更し、休日、夜間の急な相談にも引き続き対応します。

アクリル板・サーキュレーター、加湿器 CO2 濃度測定器などを無償で緊急貸出
（飲食店営業許可書を有する事業者限定、週間の貸出期間終了後、購入も可）

12/7 〜 12/17（第 3 弾）、12/18 〜 1/11（第 4 弾）の期間、5 時〜 22 時まで
の時間短縮営業をした酒類を提供する飲食店、カラオケ店　
第 3 弾 : 最大 22 万円 （申請は 1/22 まで）  第 4 弾 : 最大 100 万円

収入減少で住居を失うおそれのある方への家賃相当額（上限あり）支給
横須賀市福祉部生活福祉課 ０46-822-8070

既に 1 回目の基本給付の支給を受けている又は申請済みの方は、再支給分の基本
給付は申請不要で受け取れます。 （再支給額：1 世帯当たり 5 万円、第 2 子以降
1 人につき 3 万円）横須賀市児童扶養手当係 046-822-9809

休業等において収入が減少した方（世帯貸付限度額 / 最大 20 万円）
横須賀市社会福祉協議会 046-821-1301

収入の減少や失業等により生活に困窮する方（貸付限度額 / 単身世帯：月 15
万円、複数世帯：月 20 万円）横須賀市社会福祉協議会 046-821-1301

感染急増に伴う対応として「かながわ県民割」を一時停止
GoToトラベル事業の全国一斉一時停止に合わせて、「かながわ県民割」も一時停止。
新規販売停止とともに、既存の予約分についても 12/28 〜 1/11 までの間、適用を停止。
キャンセル料については旅行者に負担がからないよう調整しています。

●過去最大となる約 2,160 億円の 9 月・11 月補正予算を議決しました。
主な内容は、新型コロナウイルス感染症対策で、

「診療体制・検査体制の維持」「医療機関等が行う設備整備等に
対する補助」「軽度・無症状患者宿泊療養施設の借上げ」

「病床確保協力事業」など、医療提供体制の維持と感染症対策に、
約 1,380 億円を充当します。

●感染の拡大に備え、早期に封じ込めるため、
感染のリスクの高い場所や人については、濃厚接触者以外にも
検査対象を拡大する、集中検査を行うなど、PCR 検査等を戦略的に拡大します。

● 65 歳以上の高齢者の方や、60 〜 64 歳で呼吸器等の機能に障害がある方は、
今年度無料でインフルエンザのワクチンの定期接種が受けられます。

●消費者の購買意欲を喚起し、県内事業を支援するために、キャッシュレス決済時に、
1 人あたり 4000 円相当を上限に決済額の 20% を還元します。（2021 年 3 月以降予定）

●生活困窮者の増加に対応するための生活福祉資金の特例貸付に対する補助を追加します。

本年度の財政の見通しは、
新型コロナウイルス感染症
の影響による企業収益の減
少や消費活動の落ち込みか
ら、現時点で約 900 億円の
減収となる見込みです。歳
出面も、感染症対策に加え、
今後も頻発化・激甚化が懸
念される自然災害への対応
などにも追加の財政需要が
生じる可能性があり、一層
慎重な財政運営が必要です。

令和３年度の財政見通しに
ついても、県税収入は感染
症影響の長期化により、企
業収益や個人所得の減少な
どから令和 2 年度をさらに
下回る見込みです。一方、
歳出面では、介護・医療・児
童関係費や教育施設等の公
共施設更新などで増額とな
る見込みで、令和３年度は
現段階で約 1100 億円の財
源不足が見込まれています。

限られた個 人 資 源 や 財 源
を、感染症の対応に重点的
に配分しつつ、県民生活に
直結する事業を除く県主催イ
ベント等を原則中止または延
期するとともに、不急の建設
事業などについても見直しを
行ます。令和 2 年度の予算
執行についても、中止を含
めた節減・抑制を行うなどに
より、財源確保の取組を強
力に推進していきます。

新・発熱等診療予約センター受付窓口

9:00 〜 21：００
※一部の IP 電話など上記番号へ繋がらない電話はこちら  045-285-1015

0570-048914

神奈川県貸出会場　
080-7486-6356　080-7486-6347　080-7486-6343

新型コロナウィルス感染症専用ダイヤル　0570-056774 　045-285-0536

雇用調整助成金の特例延長中　持続化給付金・家賃支援給付金の申請は 1/15 まで

（12月16日現在）

新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル

※一部の IP 電話など上記番号へ
繋がらない電話はこちら  045-285-0536

0570-056774
無休（24 時間）

平日（9:00 〜１７：００）
1

4329

【対象者】
発熱・咳・咽頭痛の
いずれかを含む症状のある方

24 時間体制

慎重な財源運営を
注視していきます。

緊急

新
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